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旭日双光章（弁理士業務功労） 

大
おお

 島
しま

 一
かず

 公
ただ

  昭和7年12月7日生 

学歴・職歴 昭和30年大阪市立大学法学部卒業，（現在）大島一公特許事務所 

弁理士会歴 昭和34年弁理士登録（第6281号），昭和42～43・平成10～11年常議員（平11年議

長），同57年副会長，同59～60･平成2～3選挙管理委員会（平2年副委員長），昭和62～63･平成

7年弁理士登録審査会（平7年委員長，昭63年副委員長） 

賞 平成元年黄綬褒章受章（弁理士業務精励），昭和49年弁理士制度75周年記念式典表彰，平成

3･8･12年弁理士会特別功労表彰，同4年弁理士会永年功労表彰，同11年弁理士制度100周年記念

式典表彰 

受章に浴して この度，秋の叙勲の栄に浴し感激しております。これも偏に日本弁理士会，特許

庁及び皆々様のご指導とご支援の賜物と深く感謝しております。 

 科学技術の進歩と発展は，宇宙開発やナノテクノロジーに見られるようにとどまるところがありま

せん。弁理士業務においても数度の特許法改正と共に事務処理機能が格段の進歩を遂げてきました。 

 数枚の用紙間にカーボン紙を挿入し，鉄筆で一字一句丁寧に書き上げていた明細書や意見書の

作成に比べ，今や明細書はパソコンで入力，図面はCADで仕上げ，出願はパソコンによるオンラ

インで瞬時に完了と大変な様変わりです。 

 創作された技術に対応し，依頼者の要望を盛り込んで，特許権等の知的財産権に創り上げ，で

きた権利の保護と活用を示唆し，実践するという弁理士業務に永年携わることがでたことに誇り

と喜びを感じています。 

 今後も体の許す限り，真摯に且つ誠実に弁理士業務に取り組んでゆく所存です。 

 どうか，相変わらないご指導とご支援を賜りたくお願い申し上げます。 

 

 

旭日双光章（弁理士業務功労） 

澤
さわ

 木
き

 誠
せい

 一
いち

  昭和8年1月6日生 

学歴・職歴 昭和33年東京理科大学第二部物理学科卒業，同26～29年株式会社日立製作所，（現

在）澤木万国特許事務所 

弁理士会歴 昭和34年弁理士登録（第6298号），同36～37・61～62年常議員（昭61年副議長），

同49年副会長，同64年審査委員会委員長 

賞 平成元年黄綬褒章受章（弁理士業務精励），昭和54年弁理士制度80周年記念式典特別功労者

表彰，平成3年弁理士会特別功労表彰，同4年弁理士会永年功労表彰，同11年弁理士制度100周

年記念式典表彰 

受章に浴して このたびの受章は皆々様のよきご指導と暖かいご支援のおかげであり心から感謝

申し上げます。 

 また，多くの方々からご祝辞を賜りあわせて御礼を申し上げます。 

 今後共知的財産権の保護育成に尽力して参りたいと思いますので宜しくお願い致します。 

叙 勲 者 の 横 顔 
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旭日双光章（弁理士業務功労） 

清
し

 水
みず

 徹
てつ

 男
お

  昭和7年9月27日生 

学歴・職歴 昭和30年九州大学経済学部卒業，同年～34年大日本印刷株式会社，（現在）清水･醍

醐特許商標事務所 

弁理士会歴 昭和36年弁理士登録（第6456号），昭和54～55･平成13～14年常議員，平成6年副

会長，昭和59年会誌委員会委員長，平成8年商標委員会委員長，同10年国際機関等に対する代理

人制度研究委員会委員長 

公職 昭和63年特許庁審査会委員，平成6～ 7年工業所有権審議会（商標問題検討小委員会委員） 

賞 平成3年黄綬褒章受章（弁理士業務精励），同元年弁理士制度90周年記念式典特別功労表彰，

同3年弁理士会永年功労表彰，同7･11年弁理士会特別功労表彰，同11年弁理士制度100周年記念

式典表彰 

受章に浴して おかげで叙勲の栄に浴しました。伝達式や陛下拝謁というのはやはり緊張し，感

激するものですが，待つ間にいろいろと過去のことを思い出しました。 

 顧みると私はまことに幸せだったといえます。昭和34年に弁理士を志したとき，今とは比較で

きないほど知的財産の重要性は認識されておらず，「弁理士」も世間ではほとんど知られていませ

んでした。そのうち次第に陽が当たりはじめ，弁理士を選んだとは先見性がありますネと人から

言われましたが，私としては好きで飛び込んだ業界であって，なにも何年もの先を見越したり将

来性を期待したりして弁理士を選んだわけではなかったのです。 

 文系ながら自然科学や技術にすごく興味があったこともあり，弁理士は天職といえるほど私に

向いていました。仕事はいくら忙しくても，ひとつも苦痛ではありません。しかし多忙なときに

はやはり気分転換が必要です。 

 私の趣味は野鳥観察，愛らしい野鳥を見ていると，仕事のことを完全に没却でき，私にとって

何よりもよい気分転換になります。昭和38年に日本野鳥の会に入会して中西悟堂さんから指導を

受けましたが，当時「野鳥観察」は「弁理士」と同様に世間では全く認知されていませんでした。

そのうち，アウトドアだの，バードウオッチングだのが世間でもてはやされるようになり，また

また，先見性がありますネと言われました。本人はただ動物が好きなだけであったのですが。 

 職業の選択，趣味の選択，いずれも私はとても幸運でした。しかも，多数のすぐれた先輩，よ

い同僚に恵まれ，また良き伴侶にも恵まれ，幸せの限りです。 

 幸運の神様は後頭部が禿げているから，追いかけて後ろからつかまえようとしてもダメだそう

です。やはり何でも前から，正面から取り組んできたのが幸運の神様のお気に召したのでしょう

か。みなさん，どうもありがとうございました。 

 

叙 勲 者 の 横 顔 
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旭日双光章（弁理士業務功労） 

江
え

 原
はら

 省
しょう

 吾
ご

  昭和8年10月17日生 

学歴・職歴 昭和32年同志社大学工学部機械科卒業，（現在）江原特許事務所 

弁理士会歴 昭和36年弁理士登録（第6458号），昭和48～49･平成12～13年常議員（平13年副議

長），昭和58年副会長，同53年近畿地方委員会委員長，同62年近畿支部幹事支部長 

公職 昭和62年工業所有権審議会委員，平成12～13年民事調停委員 

賞 平成3年黄綬褒章受章（弁理士業務精励），同2年通商産業大臣より工業所有権制度関係功労

表彰，昭和54年弁理士制度80周年記念式典特別功労表彰，平成3年弁理士会特別功労表彰，同4

年弁理士会永年功労表彰，同11年弁理士制度100周年記念式典表彰，同14年日本弁理士会特別功

労表彰 

受章に浴して この度，叙勲の栄を賜りましたことは，偏に皆々様のご指導とご支援のおかげで

あり，心からお礼を申し上げます。 

 これからも，この栄誉に恥じることのないように，より一層精進を致してまいりますので，よ

ろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

瑞宝中綬章（裁判官功労） 

竹
たけ

 田
だ

   稔
みのる

  昭和8年9月26日生 

学歴・職歴  昭和30年司法試験合格，同31年中央大学法学部卒業，同41年函館地裁判事，同44

年東京地裁判事，同47年静岡地家裁浜松支部判事，同53年東京地家裁八王子支部判事，同58年

東京高裁判事，平成3年東京高裁部総括判事，同10年退官，（現在）竹田稔法律特許事務所 

弁理士会歴 平成10年弁理士登録（第11203号） 

 

叙 勲 者 の 横 顔 
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瑞宝小綬章（通産行政事務功労） 

宇
う

佐
さ

美
み

 利
とし

 二
じ

  昭和8年3月31日生 

学歴・職歴 昭和31年早稲田大学法学部卒業，同41年審査官，同47年審判官，同54年弁理士審

査会委員，同年商標審査基準室長，同55年審査長，同57年商標機械検索プロジェクトチーム長，

同58年辞職，(現在)浅村内外特許事務所 

弁理士会歴 昭和58年弁理士登録（第8978号），平成8～9年常議員，同2年商標委員会副委員長，

同7年福利厚生委員会副委員長，同12年業務対策委員会委員，同14年研修施設検討委員会委員 

賞 昭和45年特許庁勤務功績表彰，同60年工業所有権制度百年通商産業大臣功労表彰，平成10

年弁理士会特別功労表彰 

受章に浴して この度，図らずも，受章することができました。これも，偏に，皆様方の永年に

亘る心温かいご支援の賜と深く感謝申し上げます。その上，弁理士会会長を初めとして，特許庁

長官，経済産業大臣，県知事等，多くの方々からのご祝意を賜り，併せて御礼申し上げます。 

 今後も，一層精励し，いささかなりとも皆様方のご厚情に報いたいと存じますので，何卒，倍

旧のご厚誼，ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

瑞宝小綬章（通産行政事務功労） 

橋
はし

 本
もと

 良
よし

 郎
ろう

  昭和8年5月14日生 

学歴・職歴 昭和31年名古屋大学工学部応用化学科卒業，同年特許庁入庁，同35年審査官，同

44年審判官，同46年審査長，同50年審判長，同58年工業所有権研修所長，同60年退官，（現在）

鈴榮特許綜合法律事務所 

弁理士会歴 昭和60年弁理士登録（第9219号），平成6～7年常議員，同3年国際活動委員会委員

長，同10年バイオ委員会委員長 

公職 平成6年～世界知的所有権機関（WIPO）仲裁センター仲裁人 

賞 平成4･10年特別功労表彰 

受章に浴して この度の受章に際しまして，ほぼ半世紀に亙り皆様から賜りました御芳情を思い

返し，あらためて深く感謝致しております。今後共よろしくお願い致します。 

 

叙 勲 者 の 横 顔 
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瑞宝小綬章（通産行政事務功労） 

鈴
すず

 木
き

 憲
のり

 七
かず

  昭和8年4月25日生 

学歴・職歴 昭和31年岐阜大学工学部繊維工学科卒業，同年通商産業技官，同35年審査官，同

42年審判官，同46年審査長，同53年審判長，同57年審判部部門長，同62年辞職，（現在）曾我

特許事務所 

弁理士会歴 昭和62年弁理士登録（第9469号），平成7～8年常議員 

賞 平成10年弁理士会特別功労表彰 

受章の栄に浴して 叙勲を機に，改めて，私をここまで育てて下さった先輩，後輩そして同僚の

皆さんに厚く御礼申し上げます。 

 戦後，知的財産の世界は見直され，昭和31年に，私が特許庁に入ってからも拡大の一途を辿っ

て参りました。お陰様で，身体が丈夫なだけの私も，今日までこの世界でお世話になることがで

きました。 

 多様さを増した知的財産権制度の今後を見通し，弁理士の進むべき方向を見極めることは困難

ですが，未来を明るいものとするために，これからも，体力の続く限り，皆様と共にこの道を進

んで行きたいと思って居ります。 

 これまでと同様に，ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

瑞宝小綬章（通産行政事務功労） 

野
の

 口
ぐち

 忠
ただ

 夫
お

  昭和8年4月6日生 

学歴・職歴 昭和31年金沢大学工学部電気工学科卒業，同年特許庁入庁，同35年審査官，同43

年審判官，同47年審査長，同53年審判長，同62年審判部部門長，同年辞職，（現在）丹羽国際特

許事務所 

弁理士会歴 昭和62年弁理士登録（第9475号） 

受章に浴して 特許庁に入庁した頃は，特許法は大正10年法でした。主に新規性の拒絶理由を用

いており，本発明と引用例（直接証拠）を1対1で対比し拒絶するか否かを判断してました。本発

明が判らない場合は，訂正命令を出し明細書を訂正してました。 

 現在（昭和34年法）は，主に進歩性の拒絶理由を用いており，本発明と複数の引用例（間接証

拠）を対比してます。明細書の補正もほとんどできません。 

 一度本発明を知ってしまえば，考えは元に戻りません。出願前を想定して審理することは大変

かと思いますが，間接証拠（状況証拠）による推認であることも念頭において，本発明を知らず

に果たして容易に発明できるかを判断してほしいものです。 

 特許の仕事を始めてやがて半世紀になります。入庁の頃は，発明育成，奨励の時代であり，現

在は発明整理の時代といえるかも知れません。その時々に，いろんな方々の助けを借りてなんと

か今日までやってこれました。有り難うございます。 

叙 勲 者 の 横 顔 
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瑞宝小綬章（通産行政事務功労） 

葛
か

 西
さい

 四
し

 郎
ろう

  昭和8年6月5日生 

学歴・職歴 昭和31年茨城大学工学部電気工斈科卒業，同年特許庁入庁，同35年審査官，同42

年審判官，同48年審査長，同53年審判長，同57年審判部部門長，同63年辞職，（現在）葛西特

許事務所 

弁理士会歴 昭和63年弁理士登録（第9658号） 

受章に浴して 受章に感謝します。 

 特許庁に在職中は，特許実体法の解釈と運用に，論理学・集合論・一般システム論を導入する

事によって，これを科学化する事を目指しておりました。 

 しかし，顧みて未だ山麓の感を禁じ得ません。 

 これを機に広く特許実務の科学化を目指して，一層の研鑽を積む所存です。 

 

 

 

瑞宝小綬章（通産行政事務功労） 

役
えん

   昌
まさ

 明
あき

  昭和8年7月25日生 

学歴・職歴 昭和32年姫路工業大学電気工学科卒業，同年特許庁入庁，同36年審査官，同44年

審判官，同49年審査長，同55年(財)日本特許情報センター情報システム部長，同57年審判長，

同62年審判部部門長，平成2年辞職，（現在）エンテック特許事務所 

弁理士会歴 平成2年弁理士登録（第9925号） 

受章に浴して 身に余る光栄な叙勲の受章に感激致しております。 

 幸い健康に恵まれていますので，若い人達のお邪魔にならない程度に，余生を頑張りたいと思っ

ています。 

 

 

叙 勲 者 の 横 顔 



Vol.56 No.12                  －9－                  パテント2003 

 

 

 

 

瑞宝双光章（通産行政事務功労） 

西
にし

 川
かわ

 慶
よし

 治
はる

  昭和8年7月19日生 

学歴・職歴 昭和32年日本大学工学部機械工学科卒業，同年通商産業技官，同36年審査官，同

45年審判官，同50年審査長，同52年辞職，（現在）にしき特許事務所 

弁理士会歴 昭和52年弁理士登録（第8256号），同56～57年常議員 

公職 昭和58年特許庁審査基準評議会作成部会特別部会員 

賞 平成10年弁理士会特別功労表彰，同11年弁理士会永年功労表彰 

受章に浴して この度叙勲の栄に浴することができました。これも偏に皆様のおかげかと心より

お礼を申し上げます。 

 昭和32年に特許庁に入庁してから20年余の審査・審判の職務と，その後の弁理士としての業務

を通して多くの発明に接することができましたことはきわめて幸いなことと思っております。 

 またこの度の叙勲を期に弁理士諸先輩をはじめ同僚，趣味の多くの仲間から祝を受けましたが，

この栄誉に恥じることがないようさらに一層の精進を致す所存でありますので，今後ともご指導

ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

瑞宝双光章（通産行政事務功労） 

最
も

 上
がみ

 健
けん

 治
じ

  昭和8年8月14日生 

学歴・職歴 昭和31年早稲田大学第一理工学部電気工学科卒業，同年通商産業技官，同35年審査

官，同43年審判官，同48年審査長，同52年東京高裁調査官，同55年審判長，同56年辞職，（現

在）最上特許事務所 

弁理士会歴 昭和56年弁理士登録（第8727号） 

受章に浴して この度の受章は，多くの方々の御支援の賜物と深く感謝しております。また皆様

から御祝詞を頂きありがとうございました。厚く御礼申し上げます。これからも微力ながら弁理

士業務を続けて参りたいと思っております。宜しくお願い申し上げます。 

 

叙 勲 者 の 横 顔 
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